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越
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全
国
の
シ
ニ
ア
が
集
う
祭
典
、
第
35
回
「
全
国
健
康
福
祉
祭
え
ひ

め
大
会
」（ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
愛え

顔が
お

の
え
ひ
め
２
０
２
３
）が
10
月
28
日
、

愛
媛
県
松
山
市
で
総
合
開
会
式
を
行
い
、
29
〜
31
日
の
３
日
間
、
愛

媛
県
全
20
市
町
で
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
な
ど
を
開
き
ま
し
た
。
総
勢

１
０
６
人
の
県
選
手
団
は
計
15
の
ス
ポ
ー
ツ
種
目
に
参
加
、
堂
々
の

熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
伊
予
の
国
で
全
国
の
仲
間
と
交
流
し
友
情
を
深

め
ま
し
た
。
写
真
＝
総
合
開
会
式
で
入
場
行
進
す
る
新
潟
県
選
手
団

県選手団堂々の行進 熱戦県選手団堂々の行進 熱戦

健
闘
光
り
優
秀
賞

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
ゴ
ル
フ
保
坂
さ
ん

ねんりんピックねんりんピックえひめ2023えひめ2023

競
技
で
は「
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
」

に
長
岡
市
の「
杵
柄
Ｓ
Ｓ
Ｄ
」（
太
刀
川

聡
監
督
兼
選
手
、
計
男
女
７
人
）
が
出

場
。
７
つ
あ
る
２
位
グ
ル
ー
プ
の
１
つ

で
優
勝
し
ま
し
た
。「
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
」

も
第
３
位
グ
ル
ー
プ
の
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
で
３
位
と
な
り
ま
し
た
。「
ゴ
ル

フ
」の
保
坂
恭
久
さ
ん
は
個
人
60
〜
64
歳

の
部
に
出
場
。
43
人
中
の
９
位
と
健
闘

し
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
と
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、

保
坂
さ
ん
に
「
優
秀
賞
」
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

「
テ
ニ
ス
」
は
２
日
目
の
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
で
新
潟
県
選
手
団
と
新
潟
市

選
手
団
の
県・市
対
決
と
な
り
、市
チ
ー

ム
が
２
勝
１
敗
で
勝
ち
ま
し
た
。

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
は
年
齢
で
も

表
彰
し
ま
す
。

「
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
」
の
横
山
京
子

さ
ん
（
81
）
＝
魚
沼
市
＝
に
そ
の
種
目

の
「
最
高
齢
者
賞
」
が
、「
マ
ラ
ソ
ン
」

70
歳
以
上
５
㌔
参
加
の
船
山
勝
雄
さ
ん

（
85
）
＝
関
川
村
＝
に
は
「
高
齢
者
賞
」

が
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
ま
し
た
。

競
技
に
先
立
ち
、
29
日
に
松
山
市
の

県
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
で
行
わ

れ
た
総
合
開
会
式
で
、
県
選
手
団
の
代

表
20
人
は
22
番
目
に
登
場
。
県
花
の

雪
椿
（
造
花
）
を
手
に
新
潟
を
ア
ピ
ー

ル
、
ス
タ
ン
ド
で
声
援
を
送
る
県
選
手

約
80
人
と
心
を
一
つ
に
し
ま
し
た
。

２位グループの試合を制した直後の２位グループの試合を制した直後の
ソフトバレーボールチームソフトバレーボールチーム
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種　目 チーム 成　績
卓　球 新潟県 ２位グループGブロック　２位

テニス 新潟県 ３位グループ決勝トーナメント
ベスト８

ソフト
テニス 新潟県 ３位グループ決勝トーナメント

３位　【優秀賞】

ソフト
ボール

三条清流クラブ
（三条市）

交流大会トーナメント戦１回戦　
　 新潟県　４－ 18　愛媛県Ａ
交歓試合　新潟県  ３－８  千葉市

ゲート
ボール

5000
（五泉市） 予選リーグ２勝１敗

ミツケ
（見附市） 予選リーグ２勝１敗

片貝クラブＢ
（小千谷市） 予選リーグ１勝２敗

ゴルフ 新潟県

【団体】　27位／ 58チーム
【個人】保坂　恭久 (60 ～ 64歳 ) 
 ９位／ 43人【優秀賞】
　長谷川春義 (65 ～ 69歳 )

24 位／ 41人
　須長　順一 (70 歳以上 )

60 位／ 91人

マラソン 船山　勝雄
（男子 70歳以上５キロ）　23位

種　目 チーム 成　績
弓　道 新潟県 　２次予選出場　28位　
剣　道 新潟県 　予選リーグ１勝１敗

グラウンド
ゴルフ

▷ 39位 名古屋邦夫
▷ 50位 髙井三枝子
▷ 71位 永井久美子
▷179位 清水　正怡

ソフト
バレー
ボール

杵柄ＳＳＤ
（長岡市） ２位グループ優勝【優秀賞】

太極拳 チーム天地人
（上越市） 49位／ 54チーム　

バウンド
テニス 新潟県 ４位グループ決勝トーナメント　

３位

ダンス
スポーツ 新潟県

【団体】２次予選出場
【個人】
４次予選　品田　功・小山弘子組
２次予選　横山直行・由美子組
１次予選　堀　茂雄・洋子組、
　　関根勝巳・刈屋江利子組
　　関根・刈屋組（別のダンス曲）

バドミントン 新潟県 70歳以上の部
３・４位決勝トーナメント　２位

スタンドの選手ら 行進に声援スタンドの選手ら 行進に声援

ねんりんピックえひめ 選手はつらつ ミニ速報
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

力
強
い
サ
ー
ブ
一
閃

弓

道

精
神
統
一
き
り
り
と

  太 極 拳  　緩急しなやかに  ダンススポーツ 　息合わせ華麗に

　ねんりんピックえひめ2023　新潟県選手団の記録　　　10月28～31日　　

入
場
行
進
す
る
選
手
に
雪
椿
の
造
花
を
振
っ
て
声
援
を
送
る
ス
タ
ン
ド
の
県
選
手
団
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●このご案内は概要を説明したものです。詳細は「保育所・認定こども園の損害補償」手引またはホームページをご参照ください。●

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課〈引受幹事
保険会社〉

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

●この保険は全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約（賠償責任保険、サイバー保険、学校契約団体傷害保険、
　普通傷害保険、労働災害総合保険、約定履行費用保険、動産総合保険、費用・利益保険）です。

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

TEL：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

賠
償
事
故
に
対
応

セットプラン
保険金額

身体賠償（１名・１事故）
財物賠償（１事故）
受託・管理財物賠償
　　　　　　　（期間中）
うち現金支払限度額
　　　　　　　（期間中）

人格権侵害（期間中）
事故対応特別費用
　　　　　　　（期間中）

被害者対応費用

◆加入対象は社会福祉法人等が運営
　する認可保育所、認定こども園

基本セット
プラン

天災セット
プラン

1億円・7億円
1,000万円

200万円

20万円

1,000万円

500万円

2億円・10億円
1,000万円

200万円

20万円

1,000万円

500万円

１名につき　5万円限度
１事故　　10万円限度

園
児
の
傷
害
事
故
に
対
応

死亡保険金

後遺障害保険金

入院保険金
（１日あたり）

手術保険金

通院保険金
（１日あたり）

天災補償

基本セット
プラン

天災セット
プラン

121.2万円

1,700円

1,100円 

108万円

1,500円

1,000円 

入院中の手術：入院保険金日額の10倍
　外来の手術：入院保険金日額の5倍

程度に応じて死亡保険金額の
4％～100％

ありなし

個別プラン
プラン 1　保育所業務の補償

❶基本補償

❷個人情報漏えい対応補償
❸保育所の什器・備品損害補償

令和５年度
ホームページでも内容を紹介しています
https://www.fukushihoken.co.jp

新型コロナウイルスへの
備えとして、施設の
感染症対応費用補償を
ご提供しています●オプション１ ●地域子育て支援拠点事業等補償

●オプション２ ●施設の借用不動産賠償事故補償
●オプション３ ●看護職の賠償責任補償
●オプション４ ●クレーム対応サポート補償
●オプション５　施設の感染症対応費用補償
休業補償から各種対応費用までワイドな安心
❶休業や縮小営業による収益減少はもちろん、収益減少を
　防止・軽減するための人件費なども補償
❷消毒・清掃費用や自主的なPCR検査費用などの費用を
　幅広く補償
❸感染症対応特別費用で定額20万円を早期に受取り

プラン 4
法人役員等の補償 社会福祉法人役員等の賠償責任補償

プラン 3
職員等の補償

❶職員の労災上乗せ補償
　使用者賠償責任補償
❷役員・職員の傷害事故補償
❸役員・職員の感染症罹患事故補償
❹雇用慣行賠償補償

プラン 2
保育所利用者の補償

❶園児の傷害事故補償　
❷来園者の傷害事故補償
❸園児送迎車搭乗中の傷害事故補償

（SJ22-12039から抜粋）
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新
潟
県
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
で
は
、
認
知
症
の
方
や
そ

の
家
族
が
抱
え
る
様
々
な
心
配

事
や
悩
み
事
を
、
福
祉
の
有
資

格
者
や
介
護
経
験
者
が
電
話
や

面
談
で
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
４
月
か
ら
９
月
末

ま
で
の
上
半
期
に
相
談
者
数

２
３
１
人
、
延
べ
６
４
９
件
の

相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

相
談
者
の
内
訳
は
75
％
が
女

性
、
25
％
が
男
性
で
、
相
談
方

法
は
電
話
が
98
％
で
す
。
相
談

者
と
の
関
係
は
子
ど
も
に
よ
る

相
談
が
一
番
多
く
67
％
、
次
い

で
配
偶
者
が
13
％
、
本
人
は

９
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

相
談
内
容
の
分
類
と
件
数
は

「
介
護
・
介
助
」
に
関
す
る
相

談
が
最
多
と
な
っ
て
い
ま
す
＝

下
段
の
表
参
照
＝
。
親
の
生
活

状
況
や
行
動
の
変
化
か
ら
認
知

症
を
心
配
す
る
相
談
、
受
診
や

介
護
サ
ー
ビ
ス
拒
否
へ
の
対

応
、
運
転
免
許
証
の
返
納
、
介

護
や
そ
の
方
法
に
関
す
る
も
の

な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

認
知
症
の
人
の
介
護
を
す
る

家
族
か
ら
は
「
ス
ト
レ
ス
を
吐

き
出
す
場
所
が
な
い
」
と
の
相

談
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
仕
事
の
同
僚
が
物
忘

れ
の
頻
度
が
多
く
な
り
、
若
年

性
認
知
症
が
心
配
だ
と
し
て

「
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
た
ら

良
い
か
」「
ど
こ
に
相
談
し
た

ら
良
い
か
」
な
ど
の
問
い
合
わ

せ
や
、
認
知
症
予
防
に
つ
い
て

の
質
問
も
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
生
活
に
不
安
を

抱
え
て
い
る
方
か
ら
の
相
談
に

も
対
応
し
て
い
ま
す
。

■相談分類別
合
計

保健・医療
（168件）

介護・介助
（257件）

福祉サービス
（94件）

経済・生活
（11件）

権利擁護
（18件）

家族・家庭
（101件）

そ
の
他

若
年
性
認
知
症

認
知
症
予
防

認
知
症
へ
の
不
安

医
療
関
係
機
関

医
療
相
談

精
神
衛
生

そ
の
他

ス
ト
レ
ス
・
心
身
疲
労

介
護
・
介
助
方
法

行
動
・
症
状
対
応

そ
の
他

施
設
・
機
関
・
窓
口

福
祉
用
具
・
住
宅
改
修

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

介
護
保
険
・
サ
ー
ビ
ス

そ
の
他

自
動
車
運
転

趣
味
・
余
暇
活
動

仕

事

年
金
・
保
険
・
手
当

生

計

そ
の
他

人

権

虐
待
（
高
齢
・
障
害
）

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

成
年
後
見

相
続
・
財
産

そ
の
他

近
所
・
地
域

夫

婦

家

族

人
生
（
単
身
）

649 5 3 11 82 20 42 5 7 97 21 132 4 36 1 1 52 2 5 0 1 2 1 0 3 0 0 5 10 3 18 15 61 4

（単位：件）

認知症のこと、ひとりで悩んでいませんか？　お気軽にご相談ください

新潟県認知症コールセンター
相談電話 0 2 5 － 2 8 1 － 2 7

な

8
や

3
み

【所 在 地】 〒950-8575　新潟市中央区上所2-2-2　新潟ユニゾンプラザ３階
【相談時間】 月曜日～金曜日（祝日・年末年始を除く） ９:00 ～ 17:00

にんちしょう

新
潟
県
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

令
和
５
年
度
上
半
期
の
相
談
状
況

〒957-0000  新潟県新発田市富塚1419
島津印刷株式会社

・お問い合わせ・

ご質問やご相談に対し、
弊社スタッフから折り返
しご連絡いたしますの
で、お気軽にお問い合わ
せください。

TEL.0254-27-2101〈担当：吉原・水戸〉

あなたの「本」作りを
お手伝い
編集からデザインまで、

経験豊富なスタッフのサポートを

受けながら作れます!

思い出の写真や記録をまとめたい
自分の体験や想いを残したい
作品集や句集などを作り、友人に配りたい
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シ ニ ア カ レ ッ ジ 新 潟
　
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
新
潟
の
石
上
和

男
学
長
＝
写
真
＝
が
「
Ｅ
Ｂ
Ｍ
（
Ｅ

ｖ
ｉ
ｄ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ
―
Ｂ
ａ
ｓ
ｅ
ｄ　

Ｍ

ｅ
ｄ
ｉ
ｃ
ｉ
ｎ
ｅ
＝
根
拠
に
基
づ
く

医
療
）
の
観
点
で
自
分
た
ち
を
再
点

検
し
よ
う
」
と
題
し
た
、
卒
業
生
へ

の
特
別
講
義
要
旨
は
次
の
通
り
。

×　
　
×

　
一
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
は
正
し
い

の
か
？　
そ
の
エ
ビ
デ
ン
ス（
証
拠
）

を
求
め
る
姿
勢
が
大
切
だ
。

　
一
、
新
潟
医
療
福
祉
大
学
の
私
の

ゼ
ミ
生
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
デ
ー
タ
に
つ
い
て
分
析
。
感
染

者
数
が
低
い
地
域
は
ワ
ク
チ
ン
接
種

率
が
高
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
一
、
調
査
の
結
果
、
分
か
っ
た
こ

と
だ
が
、健
康
、フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）、

要
介
護
の
状
態
は
行
き
来
し
、
元
に

戻
る
こ
と
が
可
能
だ
。

　

一
、「
茶
の
間
」
な
ど
と
呼
ば
れ

る
「
通
い
の
場
」
が
介
護
予
防
に
有

益
だ
と
の
エ
ビ
デ
ン
ス
が
あ
る
。

　
一
、
通
い
の
場
で
の
「
運
動
」
の

有
無
を
比
べ
る
と
、
２
年
間
で
は
効

果
に
差
が
な
い
が
、
４
年
間
で
差
が

生
じ
る
。
同
様
に
、
通
い
の
場
で
会

食
や
趣
味
の
効
果
の
差
は
３
年
間
で

は
無
い
が
、
６
年
間
で
生
じ
る
。

学
長　

 

卒
業
生
へ
特
別
講
義

恒
例

シニアカレッジ  卒業生の声シニアカレッジ  卒業生の声 要旨
抜粋（ ）

「実践者から学ぶ地域福祉と協働」

「障がい者たちの『働く』はどのよ
うにして可能になったのか？」

「他国の文化にふれる～ベトナム」

通
い
の
場
で
運
動

４
年
後
に
は
効
果

石上　和男学長

「救急救命の基礎」 「お口の健康と体の健康」

あ
の
授
業
こ
の
講
義

プ
レ
イ
バ
ッ
ク

あの授業この講義プレイバック
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シ ニ ア カ レ ッ ジ 新 潟

　

会
場
別
の
卒
業
生
は
新
潟
が

83
人
、
長
岡
が
33
人
、
上
越
が

20
人
。
最
高
齢
は
男
性
が
長
岡

会
場
の
88
歳
、
女
性
も
長
岡
会

場
の
86
歳
で
し
た
。

　

今
回
の
卒
業
生
は
、
令
和
４

年
度
に
入
学
し
ま
し
た
。
こ
の

年
、
感
染
の
波
は
夏
場
に
広
が

り
を
見
せ
た
も
の
の
落
ち
着
き

を
見
せ
始
め
、
翌
５
年
度
の
春

に
は
感
染
法
上
の
分
類
が
季
節

性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
５

類
に
移
行
。
手
指
の
消
毒
な
ど

を
除
き
、
行
動
制
限
を
無
く
し

て
の
運
営
に
戻
り
ま
し
た
。

　

卒
業
式
は
長
岡
会
場
が
ア
ト

リ
ウ
ム
長
岡
（
長
岡
市
弓
町
）

で
、
上
越
会
場
が
高
陽
荘
（
上

越
市
西
城
町
）
で
、
新
潟
会
場

が
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
（
新

潟
市
中
央
区
）
で
そ
れ
ぞ
れ
行

わ
れ
、
石
上
和
男
学
長
が
全
卒

業
生
一
人
一
人
に
修
了
証
書
を

授
与
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
新
潟
会
場
で
は
式

辞
で
石
上
学
長
が
「
２
年
間
、

学
ん
だ
皆
さ
ん
に
敬
意
を
表
し

た
い
。
生
涯
が
勉
強
な
の
で
、

今
後
も
い
ろ
い
ろ
な
事
柄
に
興

味
を
持
ち
、
社
会
貢
献
に
も
努

め
て
ほ
し
い
」
と
、
は
な
む
け

の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　

卒
業
式
に
先
立
ち
石
上
学
長

は
「
Ｅ
Ｂ
Ｍ
（
Ｅ
ｖ
ｉ
ｄ
ｅ
ｎ

ｃ
ｅ
―
Ｂ
ａ
ｓ
ｅ
ｄ　

Ｍ
ｅ
ｄ

ｉ
ｃ
ｉ
ｎ
ｅ
＝
根
拠
に
基
づ
く

医
療
）
の
観
点
で
自
分
た
ち
を

再
点
検
し
よ
う
」
と
題
し
、
卒

業
生
に
特
別
講
義
を
行
い
ま
し

た
＝
８
ペ
ー
ジ
に
掲
載
＝
。

　

式
の
後
、
卒
業
生
の
１
人
、

南
和
枝
さ
ん
＝
新
潟
市
中
央
区

＝
は
「
幅
広
い
講
義
を
聞
く
一

方
、
気
の
合
う
仲
間
に
も
恵
ま

れ
て
楽
し
か
っ
た
。
シ
ニ
ア
カ

レ
ッ
ジ
が
あ
っ
て
、
す
ご
く
良

か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

シ
ニ
ア
た
ち
の
学
び
の
場「
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
新
潟
」の
令
和
５
年
度
卒
業
式
が
10

月
23
日
に
長
岡
会
場
で
、
24
日
に
上
越
会
場
で
、
25
日
に
は
新
潟
会
場
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
３
会
場
合
わ
せ
計
１
３
６
人
が
卒
業
し
ま
し
た
。
学
ぶ
意
欲
を
満
た
し
て
晴

れ
や
か
な
表
情
の
卒
業
生
た
ち
は
人
生
の
新
た
な
舞
台
へ
歩
み
出
し
ま
し
た
。

生
涯
学
び
社
会
貢
献
を

石
上
学
長
が
は
な
む
け
の
言
葉

上　越  学び続けた自信がにじむ卒業式＝10月24日

長　岡  晴れやかにみんな一緒の卒業写真＝10月23日

新　潟  壇上で一人一人に修了証書を授与＝10月25日

会場の卒業生  ２年間の思い出を胸に

３会場計136人卒業
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ス
テ
ー
ジ
で
は
81
歳
で
ス
マ

ホ
の
ゲ
ー
ム
ア
プ
リ
を
開
発

し
、
世
界
最
高
齢
の
プ
ロ
グ
ラ

マ
ー
、ア
プ
リ
開
発
者
の
ほ
か
、

Ｉ
Ｔ
技
術
の
伝
道
師
と
も
呼
ば

れ
る
若
宮
正
子
さ
ん
（
88
）
が

「
人
生
は
60
歳
か
ら
が
お
も
し
ろ

い
〜
介
護
、そ
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
が
人
生
を
変
え
た
〜
」
と

題
し
て
講
演
。

こ
の
中
で
若
宮
さ
ん
は
「
勉

強
は
一
生
涯
続
け
る
も
の
で
、

学
び
直
し
も
大
切
。
私
も
昨
日

と
違
う
自
分
に
な
る
た
め
、
毎

日
、
勉
強
し
て
い
る
」
と
、
学

ぶ
大
切
さ
を
強
調
し
ま
し
た
。

一
方
、
谷
本
道
哉
先
任
准
教

授
は
「
健
康
寿
命
を
延
ば
す
カ

ラ
ダ
づ
く
り
」と
題
し
て
講
演
。

健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
の
筋

肉
体
操
を
伝
授
し
な
が
ら
「
１

日
10
分
、
週
５
回
の
筋
ト
レ
を

し
っ
か
り
続
け
れ
ば
『
人
生

１
１
０
年
時
代
』
が
や
っ
て
来

る
」
と
、
客
席
の
み
ん
な
を
励

ま
し
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
以
外
の
会
場
で

は
、
県
立
看
護
大
学
生
の
認
知

症
オ
レ
ン
ジ
サ
ー
ク
ル
に
よ
る

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
」
が
開
か
れ
、
症
状
な
ど
を

紹
介
し
な
が
ら
、
認
知
症
の
人

へ
の
理
解
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

県
主
催
の
農
福
マ
ル
シ
ェ
で

は
「
た
ま
ご
詰
め
放
題
」「
マ

ジ
ッ
ク
ハ
ン
ド
で
秋
の
味
覚
詰

め
放
題
」
な
ど
が
今
回
も
大
人

気
で
し
た
。

さ
ら
に
、
市
内
の
福
祉
事
業

所
が
野
菜
や
花
の
鉢
植
え
、
み

そ
、
ク
ッ
キ
ー
な
ど
を
販
売
。

「
歯
ぐ
き
元
気
度
チ
ェ
ッ
ク
」

「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
」「
ポ

リ
袋
で
ク
ッ
キ
ン
グ
！
」
な
ど

の
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、
福

祉
や
介
護
、
健
康
に
関
し
た
企

業
・
団
体
の
出
展
ブ
ー
ス
も
に

ぎ
わ
い
を
加
え
て
い
ま
し
た
。

上
越
「
福
祉
・
介
護
・
健
康
フ
ェ
ア
」

共生社会へ 見た知った学んだ共生社会へ 見た知った学んだ

地
域
共
生
社
会
を
目
指
し
て「
福
祉
・
介
護
・
健
康

フ
ェ
ア
２
０
２
３
ｉ
ｎ
上
越
」が
11
月
12
日
、
上
越
市

の
高
田
城
址
公
園
オ
ー
レ
ン
プ
ラ
ザ
で
開
か
れ
ま
し

た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
世
界
最
高
齢
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
と

称
さ
れ
る
若
宮
正
子
さ
ん
、
Ｔ
Ｖ
番
組
の
筋
肉
体
操

で
人
気
の
谷
本
道
哉
さ
ん
＝
順
天
堂
大
先
任
准
教
授

＝
が
講
演
。
ほ
か
に
も「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
」、
人
気
の「
農
福
マ
ル
シ
ェ
」、
さ
ら
に「
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
体
験
」、企
業
団
体
の
出
展
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、

盛
り
だ
く
さ
ん
で
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
、
大
勢

の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
フ
ェ
ア
は
新
潟
日

報
社
と
県
社
会
福
祉
協
議
会
、
上
越
市
社
協
の
主
催
。

10
月
29
日
に
は
長
岡
市
で
も
開
か
れ
ま
し
た
。

ステージイベント

筋
肉
鍛
え
「
人
生
110
年
」

「
学
び
続
け
る
こ
と
」大
切

若宮正子さん
IT技術の伝道師筋肉体操で人気

谷本道哉さん

①
講
演
「
筋
肉
体
操
」
の
客
席
②
福
祉
事
業
所
の

出
店
③
福
祉
事
業
所
に
よ
る
工
作
コ
ー
ナ
ー

①① ③③

②②
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生
活
協
同
組
合
「
コ
ー
プ
デ

リ
に
い
が
た
」（
新
潟
市
中
央

区
）
が
、
今
年
１
月
か
ら
５
月

に
実
施
し
た
「
は
が
き
・
切
手

回
収
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
で
集
め

た
募
金
２
９
４
万
８
９
７
９
円

を
10
月
31
日
、
新
潟
県
共
同
募

金
会
へ
寄
付
し
ま
し
た
。

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
未
使

用
の
は
が
き
や
切
手
、
商
品
券

な
ど
を
組
合
員
か
ら
募
集
。
そ

れ
ら
を
換
金
し
て
県
共
募
へ
寄

付
す
る
仕
組
み
で
、
今
年
で
２

年
目
で
す
。
寄
付
金
は
貧
困
な

ど
に
苦
し
む
子
ど
も
た
ち
へ
の

支
援
活
動
を
行
う
団
体
に
助
成

さ
れ
ま
す
。

新
潟
市
中
央
区
の
新
潟
ユ
ニ

ゾ
ン
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
た
贈
呈

式
で
は
、
コ
ー
プ
デ
リ
に
い
が

た
の
登
坂
康
史
理
事
長
が
県
共

募
の
佐
藤
明
会
長
へ
寄
付
金
目

録
を
手
渡
し
ま
し
た
。

登
坂
理
事
長
は
「
昨
年
か
ら

こ
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
お

り
、
来
年
も
続
け
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
佐
藤
会
長
は
お
礼
を

述
べ
「
子
ど
も
食
堂
の
運
営
や

フ
ー
ド
バ
ン
ク
、
子
ど
も
の
学

習
支
援
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て

い
る
団
体
へ
の
助
成
に
使
い
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

コ
ー
プ
デ
リ
に
い
が
た

未
使
用
切
手
な
ど
回
収

294
万
を
県
共
募
へ
寄
付寄付した登坂康史コープデリにいがた理事長（中央）。

写真右となりは佐藤明県共募会長

Ｎ
Ｈ
Ｋ
歳
末

た
す
け
あ
い

―
25
日
ま
で
―

歳
末
た
す
け
あ
い

―
31
日
ま
で
―

募
金
活
動
に
皆
様
の
温
か
い

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
介
護
・
福
祉
・
健
康
フ
ェ

ア
ｉ
ｎ
長
岡
」（
主
催
・
新
潟

日
報
社
、
新
潟
県
社
協
、
長
岡

市
社
協
）
は
観
光
客
に
人
気
の

施
設
「
道
の
駅

な
が
お
か
花

火
館
」（
長
岡
市
喜
多
町
）
が

メ
ー
ン
会
場
と
な
り
ま
し
た
。

長
岡
の
フ
ェ
ア
は
講
座
や
セ

ミ
ナ
ー
に
定
評
が
あ
り
、
今
年

も
「
認
知
症
の
基
礎
知
識
」「
任

意
後
見
制
度
」「
終
活
に
役
立

て
る
相
続
・
相
続
税
」
な
ど
が

開
か
れ
、
市
民
が
専
門
職
か
ら

学
び
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
企
業
・
団
体
の

出
展
の
一
環
と
し
て
、
薬
局
に

よ
る
「
も
の
忘
れ
」
相
談
や
血

管
年
齢
チ
ェ
ッ
ク
、
介
護
・
福

祉
用
品
の
展
示
、
県
主
催
の
農

福
マ
ル
シ
ェ
も
行
わ
れ
、
来
場

者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
に
た

た
ら
れ
、
広
い
屋
外
を
生
か
し

て
準
備
さ
れ
た
子
ど
も
た
ち
向

け
コ
ー
ナ
ー
は
残
念
な
が
ら
中

止
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
晴
れ

間
を
突
い
て
、
技
術
系
災
害
支

援
団
体
に
よ
る
小
型
重
機
の
乗

車
体
験
な
ど
は
行
わ
れ
、
親
子

連
れ
に
人
気
で
し
た
。

福
祉
・
介
護
・
健
康
フ
ェ
ア
ｉ
ｎ
長
岡

「
花
火
館
」
メ
ー
ン
会
場
に

講
座
な
ど
市
民
学
ぶ

技術系災害支援団体による小型重機の体験乗車

「もの忘れ」「血管年齢」の薬局ブース

◆Ｔ Ｅ Ｌ　０２５（２８１）５６１３
◆Ｆ Ａ Ｘ　０２５（２８１）５５２８
◆Ｅメール　kikaku@fukushiniigata.or.jp

◆新潟県社会福祉協議会企画広報課
　〒950-8575　新潟市中央区上所２-２-２
　新潟ユニゾンプラザ３階

「オアシス21」「福祉にいがた」へ　ご意見ご感想、情報をお寄せください

お待ちして
います

情 報赤い羽根赤い羽根
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県
内
の
市
町
村
社
会
福
祉
協

議
会
の
広
報
担
当
な
ど
を
対
象

に
し
た
「
市
町
村
社
協

広
報

研
修
会
」
が
10
月
25
日
、
オ
ン

ラ
イ
ン
方
式
で
開
か
れ
、
県
内

17
社
協
な
ど
の
計
37
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

広
報
研
修
会
は
、
担
当
者
の

広
報
ス
キ
ル
向
上
に
役
立
て
て

も
ら
お
う
と
、県
社
協
が
毎
年
、

開
催
。
講
師
は
昨
年
同
様
、
デ

ザ
イ
ン
な
ど
の
「
Ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｔ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
代
表
の

窄さ
こ

口ぐ
ち

真
吾
さ
ん
が
、
兵
庫
県
三

田
市
の
自
宅
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

で
務
め
ま
し
た
。
窄
口
さ
ん
は

社
協
勤
務
経
験
が
あ
り
「
福
祉

を
支
え
る
方
々
を
支
え
た
い
」

が
モ
ッ
ト
ー
で
す
。

今
年
の
研
修
テ
ー
マ
は
「
社

協
広
報
に
お
け
る
大
切
な
視

点
」
で
「
レ
イ
ア
ウ
ト
の
基
礎
」

「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
Ｈ
Ｐ
の
活
用
」「
伝

わ
る
言
葉
選
び
」「
写
真
の
構
図
」

な
ど
の
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
中
で
講
師
は
「
広
報
紙

に
『
社
協
ワ
ー
ド
』
を
安
易
に

使
っ
て
い
な
い
か
、
気
に
掛
け

て
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛
け
ま
し

た
。
社
協
ワ
ー
ド
は
、
職
員
間

で
は
周
知
さ
れ
て
い
て
も
一
般

の
誰
も
が
知
っ
て
い
る
と
は
限

ら
な
い
言
葉
で
「
例
え
ば
『
日

常
生
活
自
立
支
援
』
と
書
い
て

ど
こ
ま
で
理
解
さ
れ
る
だ
ろ
う

か
」
な
ど
と
用
語
選
び
の
大
切

さ
と
難
し
さ
を
述
べ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
後
押
し
を
意
味
す

る
「
ナ
ッ
ジ
理
論
」
を
紹
介
し

な
が
ら
「『
〇
〇
し
ま
し
ょ
う
』

の
表
現
で
は
押
し
付
け
に
な
り

か
ね
な
い
。
例
え
ば
『
が
ん
は

早
期
発
見
で
90
％
以
上
が
治

る
』
と
、
具
体
的
数
字
を
盛
り

込
ん
だ
表
現
な
ど
を
工
夫
し
て

ほ
し
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

「
市
町
村
社
協

広
報
研
修

会
」
の
参
加
者
37
人
の
う
ち
、

23
人
か
ら
「
参
加
者
ア
ン
ケ
ー

ト
」
が
事
務
局
に
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、

今
回
の
研
修
に
つ
い
て
、
全
員

が「
と
て
も
満
足
」ま
た
は「
満

足
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

主
な
感
想
は
「
と
て
も
参
考

に
な
る
内
容
ば
か
り
」「
具
体

的
で
分
か
り
や
す
か
っ
た
」「
講

師
か
ら
熱
意
と
、
社
協
を
応
援

し
た
い
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
来

た
」「
広
報
担
当
だ
け
で
な
く
、

全
職
員
に
聞
か
せ
た
い
内
容

だ
っ
た
」
な
ど
で
す
。

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
取
材

で
訪
れ
た
愛
媛
県
松
山
市

は
人
口
50
万
人（
愛
媛
県

１
３
３
万
人
）。
新
潟
市
が

77
万
人（
県
２
２
０
万
人
）

だ
か
ら
、
新
潟
市
よ
り
小

ぶ
り
だ
と
想
像
し
た
が
、

見
当
違
い
だ
っ
た
。
中
心

部
は
大
都
会
の
様
相
で
、

百
貨
店
２
店
が
並
び
、ア
ー

ケ
ー
ド
街
は
に
ぎ
わ
い
、

路
上
を
走
る
市
電
も
混
み

合
う
。
繁
華
街
は
次
の
路

地
へ
面
的
に
広
が
る
。

新
潟
、
真
っ
青
？

な

ぜ
違
う
。
新
潟
に
は
日
本

最
古
を
誇
る
温
泉
は
な
く
、

文
豪
作
品
の
舞
台
で
も
な

い
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
以

上
に
、
雪
国
と
南
国
の
違

い
が
、
定
住
希
望
者
を
吸

い
寄
せ
る
磁
力
や
企
業
の

開
発
意
欲
な
ど
に
影
響
し

て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

冬
の
到
来
を
前
に
雪
を

心
配
し
身
構
え
る
雪
国
。

そ
れ
で
も
雪
の
犠
牲
者
は

絶
え
な
い
。
片
や
、
冬
タ

イ
ヤ
さ
え
不
要
と
い
う
南

国
。
い
ろ
い
ろ
考
え
る
と
、

雪
国
と
南
国
、
や
は
り
不

公
平
で
な
い
か
？

気
候

は
変
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ

な
ら
、
税
制
に
不
公
平
感

を
薄
め
る
仕
組
み
が
あ
っ

て
も
い
い
の
で
は
。
（
佐
）

編
集
後
記

パレット新潟店営業日

…は休業日11：30～16：30営業
時間

社
協
用
語
、
安
易
な
使
用
注
意

窄
口
講
師

用
語
選
び
な
ど
講
義

県
社
協
主
催
の「
広
報
研
修
会
」

「市町村社協　広報研修会」で熱く語った窄口真吾講師＝10
月25日、兵庫県三田市からオンライン講義

参
加
者
ア
ン
ケ
回
答

全
員
が「
満
足
」

日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

12月2023年
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

１月2024年


